
 

 

児童生徒を受け止め、包み込む温かい館地区 
 

                         館地区校外生活指導連絡協議会 

                              会長  佐 藤   等 

                             （厚沢部町立館小学校長） 

 

 先日、本協議会の役員会が開催され、今年度の基本方針を確認するとともに、児童生徒の現

状の交流をし、夏季休業中の過ごし方等について、小中学校からの指導事項の説明を行いまし

た。 

 コロナに係る規制等は大部分緩和されたものの、やはり、マスクの着用等を含めて感染に神

経質になるとともに、習慣化されたことから「変化・脱却」することへの抵抗がまだ残ってい

る様子も見受けられます。いつの間にか抱えているストレスを解消するには、家庭・地域・学

校において児童生徒をしっかり受け止め、包み込んでいく必要があることを再確認したところ

です。 

 明後日（２７日）より８月２０日まで夏季休業となります。地区においては、普段以上に児

童生徒の姿を目にすることが多くなることと思います。あいさつはもちろんのこと、多くの声

を児童生徒にかけていただいて、指導・助言をいただければと思います。同時に、様々な情報

を学校へお寄せいただければ嬉しいですし、それに対して間違いなく目に見える形で改善や周

知を図っていきたいと考えています。 

 この夏は納涼祭も盛大に開催される予定となっているようです。館地区に住む児童生徒がこ

の夏季休業期間を安全・安心に過ごし、元気に学校へ戻ってくることができるように、ご支援

ご協力をよろしくお願いいたします。 

 

第１回生指協役員会の交流から 

 ７月２０日（木）に生指協の第１回役員会を開催しました。児童生徒の夏休みの生活のきま

りや、地域の情報などが報告・交流されました。その内容をお知らせします。 

 

☆ 館小学校 

・自転車の乗り方や、公園や友達の家での遊び方を指導してきた。夏休み前に、もう一度交 

通ルールやマナーについて確認する。 

・外出の際は、「誰と」「どこで遊ぶか」などを家の人に伝え、帰宅時刻を守ることを改めて

指導する。 

 ・川や海に行くとき、花火や夜の虫取りをするときなど、子どもたちだけで行動せず、必ず

大人と一緒に取り組むことを確認する。 
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☆ 厚沢部中学校 

・夏休み中のネットトラブルの未然防止を図るため、夏休み前に情報モラル教室を行い、ス

マートフォン等の情報通信機器の使用について考える機会を設けた。 

・夏休み中、各部活動で 10 日間ほど活動があり、部活動に入部している生徒が登校するが、

通常登校日と同じように、携帯電話や不必要な金銭を持ち込まないように指導をしている。 

・普段から、保護者不在の家で遊ばない、外泊をしないなどの指導をしているが、夏休みに

なるにあたって、再度確認を行っていく。 

・夏休みの後半 2 日間で学習会を行う予定であり、学習の進捗状況の確認と生活リズムを立

て直しを図っていきたい。 

・夏休み中や町内の祭典時には、友人同士の集団行動が多くなる傾向にあるが、問題を起こ

さず楽しく過ごすことができるよう、どのように行動するのがよいか考えさせていきたい。 

 

☆ 館駐在所の山谷さんから 

・「この辺だから大丈夫」という油断はいけない。虫取りで函館や札幌方面から人が入って  

来ている。交通事故は、いつでも起こりうるので、気をつけて行動してほしい。また、不 

審者に対する「いかのおすし」についても、改めて確認するのがよい。 

 ・自転車の事故が北海道の中でも多く発生している。交通ルールをわかっていても、遊びや

楽しいことに気をとられてしまい、事故に巻き込まれる場合がある。ヘルメット着用など

のルールを守って遊んでほしい。 

 ・夏になると水の事故が多くなるので、川などに行くときは 

気をつけた行動してほしい。 

 

☆ 地域の方から 

 ・農協の前で校外学習をしている小学生に出会ったが、 

マスクをとった時の楽しい表情を見ることができて、とてもよかった。 

 

館小学校，厚沢部中学校の夏休み期間は， 

７月２７日（木）〜８月２０日（日）です。 

引き続き、地域の皆様の見守りのご協力をお願いいたします。 

保護者の皆様には、再度「夏休みのきまり」の確認をお願いいたします。 

 


